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包括的腫瘍学分野
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社会活動

志村麻衣, 葉 清隆：【肺がん,胸腺腫瘍,悪性胸膜中皮腫,頭頸部がん治療の成果と展望】RET陽性肺がん治療の展

望. 腫瘍内科 34(5): 460-465, 2024.

尾見康夫, 桐田圭輔, 酒井徹也, 高橋真理, 後藤功一：AI-assisted benign and malignant classification for Rapid On-Site
cytologic Evaluation on lung cancer. A follow up report, contrastive learning based on distance metric in embedding spaces.
日本医用画像工学会大会予稿集 43: 160-161, 2024.

平田剛士, 泉 大樹, 後藤功一：【リキッドバイオプシー】肺がん診療におけるリキッドバイオプシー技術の有用

性. BIO Clinica 39(11): 933-937, 2024.
葉 清隆：ADC製剤の有効性と副作用対策. 肺癌 64: 772-774, 2024.
加藤祐樹, 善家義貴：【アップデートが必要な肺癌診療】進行非小細胞肺癌　ALK肺癌の治療. 呼吸器内科 45(3):
255-261, 2024.

Iwata S, Ono T, Noguchi R, Osaki J, Adachi Y, Shiota Y, Iwata S, Nishino S, Yoshida A, Ohtori S, Kawai A, Kondo T.:
stablishment and characterization of NCC-GCTB14-C1 and NCC-GCTB15-C1: two novel patient-derived cell lines of giant
cell tumor of bone.. Human Cell 38(1): 20,2024.
Noguchi R, Ono T, Osaki J, Adachi Y, Iwata S, Shiota Y, Yanagihara K, Nishino S, Funada T, Ogura K, Yoshida A, Kawai
A, Kondo T.: Establishment and characterization of a novel patient-derived cell line from conventional central grade 3
chondrosarcoma, NCC-CS1-C1.. Human Cell 38(1): 28,2024.
Adachi Y, Noguchi R, Osaki J, Ono T, Iwata S, Akiyama T, Kondo H, Kobayashi E, Kojima N, Yoshida A, Yokoo H,
Kawai A, Kondo T.: Establishment and characterization of NCC-GCTB10-C1: a novel cell line derived from a patient with
recurrent giant cell tumor of bone.. Human Cell 38(1): 29,2024.
Jia X, Yang C, Chen L, Yu C, Kondo T.: he diagnosis and treatment of the epithelioid sarcomas involving the peripheral
nerves.. Scientific Reports 14(1): 2024.
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後藤功一・教授 評議員 日本肺癌学会

後藤功一・教授 評議員 日本癌学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

後藤功一・教授 バイオマーカー委員会 日本肺癌学会

井垣　浩・教授 理事 日本放射線腫瘍学会

井垣　浩・教授 ガイドライン委員長 日本放射線腫瘍学会

後藤功一・教授 Associate Editor Cancer Science

後藤功一・教授 薬事審議会臨時委員 厚生労働省

井垣　浩・教授 理事長 日本中性子捕捉療法学会

井垣　浩・教授 関西BNCT共同医療センター　運営委員 大阪医科薬科大学

井垣　浩・教授 代議員 日本放射線腫瘍学会

井垣　浩・教授 代議員 日本医学放射線学会

井垣　浩・教授 世話人 ニューロ・オンコロジィの会

井垣　浩・教授 世話人 日本定位放射線治療学会

井垣　浩・教授 世話人 日本放射線外科学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

後藤功一・副院長/呼
吸器内科長

日本イーライリリー株式会社
早期非小細胞肺癌における周術期個別化医療の確立を目
指した、遺伝子スクリーニングとモニタリングのための
多施設共同前向き観察研究（LC-SCRUM-Advantage/MRD）

後藤功一・副院長/呼
吸器内科長

BillionToOne,Inc.

Statement of Work 01:Examination of Plasma Samples 
using Northstar Select in a cohort of advanced lung
 cancer patients with previously diagnosed fusion 
mutations（SOW1）

後藤功一・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
革新的がん医療実用化研究事業
「進展型小細胞肺癌に対する新たな治療開発
を目指した研究」

後藤功一・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
革新的がん医療実用化研究事業
「新規RNAスプライシング遺伝子の失活変異を
基盤とした肺がん最適治療法の開発」

後藤功一・副院長/呼
吸器内科長

BillionToOne,Inc.
Statement of Work 02: Evaluation of Northstar 
Response in a longitudinal cohort of advanced lung 
cancer patients from NCC Japan（SOW2）

井垣　浩・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表

医薬品等規制調和・評価研究事業
ホウ素中性子捕捉療法用中性子照射装置の中
性子ビーム特性評価の標準化に関する研究開
発

井垣　浩・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

研　究　題　目

後藤功一・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

革新的がん医療実用化研究事業
「肺がん等の全ゲノム配列データおよび臨床
情報等の収集と解析に基づく創薬等のイノ
ベーションの創出のための基盤研究」

井垣　浩・教授 日本学術振興会 分担
国際共同研究加速基金(国際共同研究強化(B))
国際標準計測機器による各国のBNCT装置の中
性子ビームの測定と国際比較評価

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

革新的がん医療実用化研究事業
可及的摘出術が行われた初発膠芽腫に対する
カルムスチン脳内留置用剤を用いた標準治療
確立に関する研究

井垣　浩・教授 厚生労働省 分担
がん対策推進総合研究事業
放射線療法の提供体制構築に資する研究

後藤功一・教授
国立研究開発法人国立がん研究
センター

代表
運営費交付金国立がん研究センター研究開発
費「アジアにおける国際的遺伝子スクリーニ
ング及び個別化治療開発基盤の構築」

井垣　浩・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表
革新的がん医療実用化研究事業
前立腺癌に対するMR画像誘導即時適応定位放
射線治療の実用化を目指す研究

井垣　浩・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
革新的がん医療実用化研究事業
難治性悪性脳腫瘍の中性子捕捉療法薬剤の開
発

井垣　浩・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)(一般)
多発転移性腎癌におけるニボルマブと放射線
治療の相乗効果を検証する無作為比較試験

井垣　浩・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
革新的がん医療実用化研究事業
高齢者初発膠芽腫に対するテモゾロミド併用
寡分割放射線治療の最適化に関する研究

井垣　浩・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
革新的がん医療実用化研究事業
造影病変全切除可能な初発膠芽腫に対する標
準的手術法確立に関する研究
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 学術賞受賞

 特筆すべき事項

LC-SCRUM-Support：臨床試験情報の患者提供システムを
活用し、治験への登録を推進し、個別化医療の確立を目
指す研究

後藤功一・教授 東京大学

NRG1融合遺伝子陽性固形がんに対するアファチニブのバ
イオマーカー探索研究「NRG1 融合遺伝子を有する進行固
形癌患者に対するアファチニブマレイン酸塩
（BIBW2992）のバスケット試験」の付随研究

後藤功一・副院長/呼
吸器内科長

AccuraGen Inc.,及び
Precision Medicine Asia, Inc.

Establishment of Perioperative Personalized
Medicine in Lung Cancer for genetic screening and
monitoring of small residual lesions. A multicenter
prospective observational study: Lung Cancer
Genomic Screening Project for Neoadjuvant and
Adjuvant setting Molecular Targeted Therapy in
Early-Stage Non-Small Cell Lung Cancer and the
Assessment of Monitoring Minimal Residual Disease
(LC-SCRUM-Advantage/MRD)

井垣　浩・教授
ステラファーマ株式会社/株式会
社CICS/住友重機械工業株式会社

標準治療困難かつ切除不能な再発の胸部固形悪性腫瘍患
者に対するCICS-1とSPM-011 のホウ素中性子捕捉療法
（BNCT）の第I/II相バスケット試験

後藤功一・教授

小野薬品工業(株)、日本ベーリ
ンガーインゲルハイム(株)、中
外製薬(株)、武田薬品工業
(株)、(株)医学生物学研究所、
大鵬薬品工業(株)、第一三共
(株)、エーザイ(株)、協和キリ
ン(株)、Amgen Inc、MSD(株)、
日本イーライリリー（株）、バ
イエル薬品（株）、アストラゼ
ネカ（株）、AbbVie Inc、ブリ
ストルマイヤーズスクイブ
（株）、日本化薬（株）、ヤン
センファーマ（株）

SCRUM-Japanに基づく遺伝子変異スクリーニングに関する
共同研究（5期）

井垣　浩・教授
株式会社CICS/ ステラファーマ
株式会社

切除不能な血管肉腫を対象としたCICS-1とSPM-011を用い
たホウ素中性子捕捉療法（BNCT）の第Ⅱ相臨床試験

後藤功一・教授 東京大学
肺癌における遺伝子異常とその臨床病理学的、分子生物
学的特徴およびがん治療薬の耐性機序を明らかにするた
めの前向き観察研究

後藤功一・教授 ArriVent BioPharma, Inc.
LC-SCRUM-Support：臨床試験情報の患者提供システムを
活用し、治験への登録を推進し、個別化医療の確立を目
指す研究

後藤功一・教授
ブリストル・マイヤーズ スクイ
ブ株式会社

中野愛里．日本学術振興会特別研究員（DC2）、p53-PAD7を介した分化方向性および肝がん制御機構の解明、2024
年4月採用
中野愛里．長崎大学卓越大学院プログラム、Analysis of the role of p53-PAD7-YAP/TAZ pathway in deciding
cell fate and oncogenesis of hepatocarcinoma. ２０２４年１０月採択（継続）

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

近藤　格・教授 平井賞
第75回日本電気泳動学会
学術大会

プロテオーム解析によるがん
個別化医療のためのバイオ
マーカー開発
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